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参議院議員選挙の各党の政策が一応出揃ました。憲法問題は最重要争点の一つですが、公明党は自民党の要請で急遽、加憲を公約に追加し、民主党は「重点政策５０」の枠外で憲法に触れているのみです。公約が明確なのは改憲の自民党、改憲反対の共産党、社民党ですが、自民党は新憲法制定をうたっているにもかかわらず、現憲法の骨格は堅持するという公明党と連立与党を組み、社民党は護憲を掲げるにもかかわらず、改憲の民主と選挙協力をします。それぞれの立ち位置とともに矛盾が浮き立っています。


【北九州大学発】
北九州大学の学生でつくる「ＰＥＡＣＥ９ＬＯＶＥ北九大」では、５月から９のつく日に宣伝活動をしています。まず行ったのは、５月18日の自民党の新憲法草案について考える学習会に向けたクラス宣伝です。「新憲法草案は、国民の義務が多くて大日本帝国憲法みたい」「憲法をかえたほうがいいと思っている人たちとも話しあって、９条を守り活かす立場をひろげていきたい」「９条のことを話すと宗教とかんちがいされることがあるけど、どうしたらいいか」など活発に議論しました。　とりくみをすすめているメンバーたちは「憲法改定のうごきについて、多くの人が、なにが起きているか知らないという現状は問題だと思う」「もっとたくさんの学生に知らせていこう」と話しあっています。
○石川憲法会議が総会○

石川憲法会議は６月１９日、県生涯学習センターで０７年定期総会を開催しました。冒頭、代表委員の菅野昭夫弁護士があいさつ。加速度的改憲の動きの中で、国民過半数が改憲反対という目標を達成するには、情勢を正確に捉えることが必要だとして、国民の怒りの背景にある格差と貧困の実態を正確に把握することを訴えました。そして、全世帯の２５％が生活保護基準を下回り、同じく２５％世帯が貯金をしていないこと、憲法２５条の生存権保障のたたかいと、平和な社会を維持する９条のたたかいとを表裏一体のものとして取り組むのが必要なことなども指摘しました。１０名が討論に参加し、会員拡大と財政確立の観点から個人会員に依拠した取り組みを重視することや、憲法を守る大義を学ぶ機会を重んじること、次世代の担い手を文化活動を通じて育てていくこと等々、活発に意見が出されました。また民医連の代表は５１周年を迎え、医療分野と９条を結合して引き続き責任を果たしていきたいと決意を述べました。

■　資料

	各党の参議院選挙公約

―憲法関連―

○自民党

・次期国会から衆参両院に設置される「憲法審査会」の議論を主導しつつ、平成２２年の国会において憲法改正案の発議をめざし国民投票による承認を得るべく新憲法制定推進の国民運動を展開する。

○公明党

・次期国会で衆参両院に設置される憲法審査会での議論を深め、国民的な議論を喚起する。憲法審査会での３年間悪議論を踏まえ、３年後を目途に加憲案をまとめることを目指す。

○自・公連立与党重点政策

・新しい時代にふさわしい憲法をめざす。平成２２年以降の国会を視野に入れ、次期国会に衆参両院に設置される「憲法審査会」の議論を深め、同時に憲法に関する幅広い国民的な議論を深めていく。

○民主党
・重点政策５０の枠外囲みで

・現行憲法にたらざる点があれば補い、改めるべき点があれば改める。２００５年秋にまとめた「憲法提言をもとに国民の皆さんとの自由闊達な憲法論議を各地で行い､慎重かつ積極的に検討していきます。

○日本共産党

・日本を海外で戦争する国につくりかえる憲法改悪に反対します。憲法9条を守るため、思想信条、党派の違いを超えた共同を発展させるために奮闘します。「集団的自衛権は憲法上行使できない」としてきたこれまでの政府の憲法解釈を変える動きに反対します。基本的人権や民主主義、男女平等など現行憲法のすべての条項を守るため、全力をあげます。
○社民党

・戦争を放棄し、非軍事の世界を目指します。９条改憲を絶対に許しません。国民投票法案の施行の凍結を求めるとともに、憲法審査会を監視していきます。集団的自衛権の行使に関する憲法解釈の変更には反対します。





	６月３０日　担当常任幹事会

９月　８日憲法会議学習討論集会

９月　９日　討論・運動交流集会

　　　　　　　（拡大常任幹事会）

９月２９日「九条の会」憲法セミナ





日程








